
 

 

  

                                               

 

一般社団法人 

東北観光推進機構 
 

2019 年の訪東北外国人旅行者の主な動向について 

～ 東北６県目標の外国人宿泊者数１５０万人泊を１年前倒しで達成‼ ～ 

 

 2019 年の外国人宿泊者数は 155 万人泊となり当初目標としていた 2020 年末から１年前倒

しで達成し、これまでのオール東北での取り組みが成果として表れました。 

2020 年は世界的に影響力のある Lonely Planet 誌や National Geographic 誌に訪れるべき

旅行先として「Tohoku」が紹介され、多様な国・地域から新たな外国人旅行者が東北に訪れるこ

とが期待されます。 

一般社団法人東北観光推進機構では、世界中に蔓延している新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）が観光業界にも大きな影を落としている状況ではありますが、時流をしっかりと見

据えながら回復期を捉えた反転施策に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ オール東北での各種プロモーションの成果等に加え、国際航空便数

の増加等が訪東北外国人旅行者の増加に寄与 

 → 東北にダイレクトインできる国際便は路線、便数ともに年々増加しており、2019年

10月には仙台・タイ便が５年ぶり復便するなど、東北への足は増加基調にある。 

                                

○ 複数県を巡る広域周遊観光が着実に広がっている 

 → 単県だけでなく複数県を周遊している動態が明らかになっており、東北を面で捉え

た広域プロモーションや受入環境整備の効果が着実に浸透している。 

 

○ スノーシーズンの来訪者が増加基調にありシーズナリティの平準

化が進んでいる。 

 → 2019 年１月から３月期の域内スキー場の来訪者数が増加しており、「冬の東北誘致

部会」等スノーシーズンの誘客促進への取り組みの成果が見られる。 
                                

○ 口コミサイトや個人ブログが旅マエの情報ソースとして利用され

ている傾向があり旅行地の選択に影響力がある 

 → 訪東北外国人旅行者の約３割が口コミサイト、個人ブログを旅マエの情報ソースと

して利用している。「旅東北」サイトも約１割が利用している。 
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（別紙） 

１ 

Ⅰ．２０１９年の訪東北外国人旅行者の主な動向                              

１．訪東北外国人旅行者の推移（県・地域別） 

  2019 年の外国人延べ宿泊者数は東北６県で 1,557 千人泊（対前年比 121.0％、速報値ベース）、新

潟県を含めた７県で 1,928 千人（同 122.5）となった。【図１】 

しかしながら、対全国シェアについてはそれぞれ 1.7％、2.1％となっており、震災前の 1.9％、2.3％

（2010 年）まで回復していない状況である。【表１】 

資料：観光庁宿泊旅行統計調査（調査対象施設：従業者数 10 人以上の事業所） 

 

２．シーズン別訪東北外国人旅行者の推移 

  2017 年からの主要な国・地域別の訪東北外国人旅行者の状況を見ると、これまでは紅葉シーズンの

第４クオーター（10 月～12 月）がピークになっていたが、2019 年の第１クォーターでは更に伸びて

おり新たな潮流が見られる。また、2019 年第４クォーターでは ASEAN が大きな伸びを示している

が、仙台バンコク便の就航の効果が顕著に表れている。【図２】

 

2010年 2019年

シェア 前年比 シェア

北海道 2,055.4 7.9% 7,877.7 102.4% 8.7%

東北（6県） 505.4 1.9% 1,557.9 121.0% 1.7%

　青森県 59.1 0.2% 315.5 106.5% 0.3%

　岩手県 83.4 0.3% 287.3 117.0% 0.3%

　宮城県 159.5 0.6% 512.4 140.7% 0.6%

　秋田県 63.6 0.2% 109.0 97.2% 0.1%

　山形県 52.6 0.2% 166.4 130.0% 0.2%

　福島県 87.2 0.3% 167.3 118.4% 0.2%

　新潟県 99.3 0.4% 370.6 129.4% 0.4%

東北（7県） 604.7 2.3% 1,928.5 122.5% 2.1%

関東 12,764.9 49.1% 33,753.3 107.6% 37.2%

北陸 660.8 2.5% 2,806.7 108.6% 3.1%

中部 2,010.6 7.7% 6,935.1 119.6% 7.6%

近畿 5,179.8 19.9% 23,397.6 114.8% 25.8%

中国 378.0 1.5% 1,831.8 109.3% 2.0%

四国 124.8 0.5% 938.6 119.7% 1.0%

九州 1,901.0 7.3% 6,701.3 93.8% 7.4%

沖縄 442.3 1.7% 4,907.7 101.1% 5.4%

合計 26,023.0 － 90,707.7 108.5% 100.0%

◇ 図２ シーズン別延べ宿泊者数推移（単位：千人泊） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁宿泊旅行統計調査（調査対象施設：従業者数 10 人以上の事業所） 

◇ 図１ 外国人延べ宿泊者数推移（単位：人泊） 
 
 

◇ 表１ 県別・地域別内訳（単位：千人泊） 

   

1.9%

1.7%

2.3%

2.1%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

2,000,000

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年

ｘｘｘ…東北7県 ｘｘｘ …東北6県

604,730

262,780

702,960

839,380

468,860
382,350

314,030

1,181,730

505,400

■ 青森県 ■ 岩手県 ■ 宮城県 ■ 秋田県 ■ 山形県 ■ 福島県 ■ 新潟県

（人泊）

1,573,820

1,928,530

232,930
288,760 354,250

525,640

183,910

648,430

966,860

1,287,470

1,557,910

（全国シェア）■■■ ７県シェア ■■■ ６県シェア
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３．国際航空路線・便数と外国人旅行者数の状況 3 

  東北 6 県における国際定期路線・便数は 2019 年 12 月時点では 8 路線・週 45 便となっており、チ

ャーター便を含めた国際航空便の総数は、2019 年 4,344 便（うちﾁｬｰﾀｰ 584 便）と前年比で 914 便増

加するなど、東北６県の外国人宿泊者数 150 万人泊達成に大きく寄与した。【図３】 

 

◇ 図３ 東北６県の国際航空便数と外国人宿泊者数の推移(2017年 4月～2019年 12月) 

 
  資料：東北観光推進機構調べ（国際航空便数）、観光庁宿泊旅行統計調査（宿泊者数） 

 

 

４．宮城県（仙台市）と東北各県との流動状況 

  2019年の東北 6県における国際航空便数のシェアについて、仙台国際空港を有する宮城県が 67.5％

を占めている一方、外国人宿泊者数のシェアでは 34.1％と半分程度となっており、仙台国際空港から

の域内への周遊ルートの拡充が必要である。【図４】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁宿泊旅行統計調査（調査対象施設：従業者数 10 人以上の事業所） 

（千人泊） （便） 
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◇ 図４ 東北６県における国際航空便数と外国人宿泊者数の県別シェア 
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Ⅱ．東北広域デジタルマーケティング事業からの考察                     

 
５．モバイル空間統計を活用した分析 

（１）主要な観光地における外国人旅行者の状況 

  東北 6 県で外国人旅行者数の多いエリア（1km ﾒｯｼｭ）の 2019 年の状況をみると、松島、銀山温泉、

安比高原、蔵王温泉、奥入瀬渓流、秋田駅前、大内宿など、各県の主要な観光地において外国人旅行

者数が増加している。全体でみると特に第４クォーター（10 月～12 月）が前年より大きく伸びてお

り、東北の秋の紅葉シーズンの伸びが確認できる。【表２】

 

◇ 表２ 2019 年の訪東北外国人旅行者数の TOP30 における順位上昇ｽﾎﾟｯﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：東北広域デジタルマーケティング事業 
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青森県 
2.02 倍 

宮城県 
2.1 倍 

 

（２）夏祭り期間における外国人旅行者の東北域内の流動 

 2019 年の東北 6 県の主要な夏祭りにおいて、外国人旅行者が東北域内の他県へ周遊する割合が前

年に比べて大幅に増加している。例えば、盛岡さんさ踊り（８月１～４日）期間に盛岡市に滞在して

いた外国人がその前後に他県を訪問した状況をみると、青森県は前年比 2.02 倍（602 人）、宮城県は

前年比 2.1 倍（575 人）となっている。【図４】 

 

◇ 図４ 盛岡さんさ踊り期間前後の外国人旅行者の周遊状況（盛岡市～各県） 

2019 年（令和元年）             2018 年（平成 30 年）  

 
資料：東北広域デジタルマーケティング事業 

 

 

（３）訪日外国人旅行者の東北域内への流入方法 

  訪日外国人旅行者の東北域内への流入方法について東北全体で見ると、東京圏から新幹線を利用し

て東北へ移動した方が全体の 63％を占めていることが確認できた。一方で岩手県においては、高速道

路を利用しての流入の割合が 50％を占めている。【表３】

 

◇表３ 東京圏と新函館からの新幹線流入及び東京圏からの高速道流入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東北広域デジタルマーケティング事業 
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Ⅲ．ＤＭＯ連携広域マーケティングリサーチ事業からの考察                  
 

６．訪東北外国人旅行者の属性、嗜好等調査（資料：ＤＭＯ連携広域マーケティングリサーチ事業） 

（１）域内関係者との連携による調査網の構築 

域内の観光地域づくり法人（DMO）や観光案内所ネットワーク（運営事務局 仙台市）との連携に

より、外国人旅行者の属性、嗜好等について域内統一調査を実施する広域調査網を構築。2020 年３月

末時点で 24DMO 及び 39 観光案内所が参画し 162 地点にアンケート用 QR ボードを設置。【図５】 

統一調査により地域あるいは観光施設間での比較検証が可能になり強み弱みの特性の見える化が

図られ、それぞれの地域、施設特性に応じた施策への活用が期待される。 

 

◇ 図５ 2020 年２月末現在の調査網 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ゲートウェイ調査における考察 

2019 年７月～2020 年１月にかけて仙台国際空港及び青森空港において外国人旅行者に対し属性、

嗜好等の動態調査を実施。仙台空港でのサンプル数が多く、かつ台湾便が多いことからやや偏りが見

られるものの、全体の傾向としては東北を訪れる外国人旅行者の動態を把握することができる。 

①域内の訪問地 

宮城県以外では青森県、岩手県、秋田県及び山形県の訪問率が３割を超えており、東北域内を周遊

する動態が伺える。また、福島県は全体の訪問率は低いもののタイの訪問率が 35.7％と他国に比べ高

くなっている。【表４】

◇ 表４ 県別訪問比率（国籍、調査回別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：DMO 連携広域マーケティングリサーチ事業 

（単位：％） 
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②東北域内での利用交通機関 

東北域内での交通機関の利用状況は全体ではツアーバス（50.9％）、（新幹線を除く）その他鉄道

（43.3）、新幹線（30.0％）の順に多い。ただし、香港では約半数がレンタカーを利用している等レン

タカーを利用する外国人旅行者も一定数おり今後の環境整備の必要性が見られる。【表５】 

 

◇ 表５ 域内での利用交通機関（国籍、手段別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：ＤＭＯ連携広域マーケティングリサーチ事業 

 

③旅マエの情報源（情報発信種別） 

全体の約３割が個人ブログ（32.9％）や口コミサイト（26.6％）を旅マエの情報源として利用。次

いで宿泊予約サイトや自治体のホームページとなっている。東観推が運営する「旅東北」サイトは

9.4％が利用しており、今後は「旅東北」サイトの周知や前述の自治体（各県）との連携等、東北の情

報発信機能としての位置づけをより高めて行く必要がある。【表６】

 

◇ 表６ 旅マエでの情報源（国籍、媒体別） 

資料：ＤＭＯ連携広域マーケティングリサーチ事業 

 

（単位：％） 

（単位：％） 



 

７ 

 

 

④旅ナカの情報源（情報発信ツール） 

約半数がスマートフォンを各種情報を取得するツールとして利用している一方で、フリーペーパー

は僅か３％弱となっており紙媒体は情報発信ツールとしての効果が弱いことが窺える。また、東観推

が運営する「旅東北」サイトは 17.2％が利用し 2018 年度調査の 10.3％を上回っていることから、観

光コンテンツや交通情報を一元集約化等の機能向上の成果があったと推測される。【表７】 

 

◇ 表７ 旅ナカでの情報源（国籍、媒体別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：ＤＭＯ連携広域マーケティングリサーチ事業 

 

⑤旅行消費額 

旅ナカでの消費行動については調査結果に各国の嗜好性が強く出ている。例えば中国と台湾では物

品購入代が全国平均を上回り逆に体験プログラム参加料は全国平均を下回っており、どちらかと言え

ば買い物を楽しむ傾向がみられる。一方でタイはその逆になっており、特に体験プログラム参加料や

施設入場料の支出が他国に比べ多く実際に経験することを好む傾向が見られる。【表８】

 

◇ 表８ 国別旅行消費額   ※（香港、米国はサンプルサイズが小さいため参考値） 

資料：ＤＭＯ連携広域マーケティングリサーチ事業 

（単位：％） 

（単位：円） 

（ 単

位 ：

円） 



 

８ 

⑥総合満足度 

訪東北外国人旅行者の 90.0％が満足と回答しており、うち大変満足は 36.2％と概ね東北に対する評

価は高い傾向が見られた。ただし、観光庁の「訪日外国人消費動向調査（2018 年）」では満足が 97.8％、

うち大変満足は 53.4％といずれも東北の評価を上回っている。また、サンプルサイズは小さいものの

米国の満足度は 71.4％と低い評価になっており、欧米等の新しい市場からの誘客における課題である。

【表９】

 

◇ 表９ 総合満足度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：ＤＭＯ連携広域マーケティングリサーチ事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


